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き
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取
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聞
き
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り
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ﾝ
ｹ

ｰ

ﾄ

聞
き
取
り
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き
取
り

保健室経営計画モデル例　①

平成○○年度　熊本県立○○高等学校　保健室経営計画

養護教諭　○○　○○

学校教育目標

評　　　　　価

自己評価 他者評価

誰
か
ら

学校保健目標 生徒の実態及び主な健康課題

○生涯に通じる健康観の確立と自己管理能
　力の定着を図る。
○生徒及び職員の心身の健康を守り、安全
　で快適な学校環境を作る。

　　　　　　　　重点目標
　　①傷病発生の防止と救急処置や救急
　　　体制の充実を図る。
　　②健康観察の実施を徹底し、感染症
　　　の集団発生及び、長期欠席者の早
　　　期把握に努め、指導の充実を図る。

○　保健室来室者の○○%は外科的対応である。
○　災害給付申請の○○%は部活動によるけが等
　　である。
　　（○○年度申請総数　○○件のうち○○件）
○　皆勤を目指す生徒が多く、体調が悪くても登
　　校するため、もし感染症が発生した場合に
　　は、校内での感染拡大が危惧される。
○　少数ではあるが、人間関係等から不安定と
　　なり学校生活に不適応を起こす生徒がみら
　　れる。

　D）救急処置体制の再確認を行
　　うとともに緊急連絡先及び
　　AED設置場所の掲示を徹底す
　　る。

 
 
傷
病
予
防
及
び
受
傷
後
の
判
断
に
関
す
る

 
 
指
導
等
の
充
実
を
図
る
。

　A）傷病の発生状況について集
　　計・分析し、その結果を職
　　員・生徒に知らせる等、指
　　導及び対応に生かす。

　B）救急処置の機会や災害給付
　　申請の指導時に、けがをし
　　た原因を振り返り、再発防
　　止ができるように個別指導
　　を徹底する。

　C）部活動の生徒を対象に、け
　　がの予防や応急手当の方法
　　について指導する機会を設
　　ける。

保健室
経営目標

具体的な方策

生
徒

教
職
員

生
徒

教
職
員

教
職
員

生
徒



よ
く
で
き
た

ほ
ぼ
で
き
た

あ
ま
り
で
き
な
か
っ

た

ま
っ

た
く
で
き
な
か
っ

た

今
後
に
向
け
て

方
法

意
見
・
助
言
等

聞
き
取
り

聞
き
取
り

聞
き
取
り

聞
き
取
り

　
　
　
気
に
な
る
生
徒
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　
　
　
組
織
的
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　A）毎日の健康観察簿の記入を徹
　　底し、感染症の集団発生を早
　　期に把握する。

　B）教務支援システム及び文書セ
　　キュアにて感染症罹患状況を
　　知らせ、感染拡大を防止する。

　C）健康観察による長期欠席者に
　　ついて担任・学年主任との情
　　報交換を密にし、必要に応じ
　　教育相談部やｶｳﾝｾﾗｰへ繋ぐ。

学
級
担
任

　D）支援の方向性を共有化し、学
　　校として対応できるよう外部
　　機関とのコーディネートに努
　　める。

関
係
者

専
門
医

関
係
者

ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ

ｰ

担
任
・
教
務

保健室
経営目標

具体的な方策

評　　　　　価

自己評価 他者評価

誰
か
ら



あ
ま
り
で
き
な
か

っ
た

ま

っ
た
く
で
き
な
か

っ
た

／
今
後
に
向
け
て
等

な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か

だ
れ
か
ら

方
 

法

意
見
・
助
言
等

Ａ）実態把握
　生活習慣について全校生徒にアンケートを
実施し、問題点を分析する。結果を基に保健
指導を実施する。

3 4
生
徒

担
任

聞
き
取
り

ア
ン
ケ
ー
ト

B）保健指導
　特に課題のある生徒には健康相談・保健
指導を行い、必要時には保護者も交えて指
導を行う。

3 4

生
徒

(

保
護
者

)

担
任

聞
き
取
り

Ｃ）生徒保健委員会活動
　生活習慣（便秘）に関するテーマを扱い、
文化的行事でステージ発表できるように指
導する。

3 4
生
徒

聞
き
取
り

ア
ン
ケ
ー
ト

Ｄ）学校保健委員会
　議題に生活習慣について取り上げ、学校
医等から助言をいただき、具体的な対策を
立てられるようにする。

3 4

学
校
保
健
委

員
会
関
係
者

聞
き
取
り

保健室経営計画モデル例　②

  心身の健康の保持・増進を図るとともに、主体的に健
康、安全で幸福な生活を営むことができる生徒を育成す
る。

・生徒自身が体調不良を、生活習慣と結びつけて
　考えることができておらず、自らの健康に対する
　意識が低い。
・定期健康診断の結果、耳鼻科・歯科で罹患率が
・高いが、治療勧告書を出しても受診に結びつか
・ない。
・自分の気持ちを相手にうまく伝えることができ
・ず、人間関係づくりを不安に思う生徒が多い。

　　　　　　　　　　　　【 重 点 目 標 】
①睡眠、食生活など基本的生活習慣の見直しを
　はかり、心身の健康に対する認識を高める。
②心の健康問題の早期発見に努め、早期対応
　できるよう、支援体制作りに努める。

保
健
室
経
営
目
標

具体的な方策

評          価

自 己 評 価 他 者 評 価

よ
く
で
き
た

ほ
ぼ
で
き
た

平成○○年度　熊本県立○○高等学校　保健室経営計画
養護教諭　　○○　○○

学 校 教 育 目 標

学 校 保 健 目 標 生徒の主な健康課題

　
生
活
習
慣
の
実
態
を
把
握
し

、
そ
の
改
善
に
向
け
た

。
指
導
を
充
実
さ
せ
る

。

1 2

1 2

1 2

1 2



あ
ま
り
で
き
な
か

っ
た

ま

っ
た
く
で
き
な
か

っ
た

／
今
後
に
向
け
て
等

な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か

だ
れ
か
ら

方
 

法

意
見
・
助
言
等

Ａ）担任との連携
　朝の健康観察等を基に、日常的に担任と
クラスや気になる生徒についての情報交換
ができる機会を設け、共通理解を図る。

3 4
担
任

聞
き
取
り

Ｂ）健康相談
　保健室来室者で心の問題等が関係してい
ると判断した場合や相談を求めてきた時は、
訴えを十分に聴き、課題を把握し、解決方法
を共に探る。

3 4
生
徒

教
職
員

聞
き
取
り

C）情報発信
　保健便りや保健室前の掲示板等を利用
し、人間関係つくりやストレスの対処法につ
いて情報発信する。

3 4
生
徒

教
職
員

聞
き
取
り

ア
ン
ケ
ー
ト

D）関係機関との連携
　外部の専門機関を受診している場合には、
学校・家庭・専門機関等が共通理解のもとで
生徒を支援できるように、専門機関訪問や
必要時はケース会議を実施する。

3 4

関
係
職
員

保
護
者

聞
き
取
り

1 2

　
心
の
健
康
問
題
の
早
期
発
見
に
努
め

、
早
期
対
応
で
き

　
る
よ
う
な
支
援
体
制
作
り
に
努
め
る

。

1 2

1 2

1 2

保
健
室
経
営
目
標

具体的な方策

評          価

自 己 評 価 他 者 評 価

よ
く
で
き
た

ほ
ぼ
で
き
た



保健室経営計画モデル例 ③ 
平成○○年度 熊本県立○○支援学校 保健室経営計画 

養護教諭 ○○ ○○               

学校教育目標 
 
 

 
学校保健目標  幼児児童生徒の主な健康課題 

自分の健康や安全に対する理解や意識を

深める指導を行うとともに、健康でたくま

しい心身を育成する。 
 

 ・歯と口の健康に関する意識が低く、むし歯の保

有数が多い者や、歯周疾患を持つ者がいる。 
・正しい歯みがき方法が身についていない幼児児

童生徒が多い。 
・障がいだけでなく、心疾患などを併せ持つ幼児

児童生徒がいる。 
・基本的なけがの手当の方法が身についていない

者が多い。 
・出会いがしらで人とぶつかるなど、死角や背後

からの危険予測ができずに負傷する児童が多

い。 
 

保
健
室
経
営
目
標 

具体的な方策 

評価 
自己評価 他者評価 

よ
く
で
き
た 

ほ
ぼ
で
き
た 

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た 

ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た 

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か 

／
今
後
に
向
け
て 

等 

だ
れ
か
ら 

方
法 

意
見
・
助
言
等 

歯
み
が
き
の
習
慣
形
成
に
つ
な
が
る
保
健

指
導
の
充
実 

A 学級担任と連携を図り、歯･口の健康づ

くりに関する学級活動における保健指導

をティーム・ティーチングで実施する。 
１ ２ ３ ４ 

 
教
職
員 

聞
き
取
り 

 

B) 学校歯科医と連携し、幼稚部保護者を

対象に歯科衛生士より歯みがき指導を実

施する。 
１ ２ ３ ４ 

 
保
護
者 

聞
き
取
り 

 

C) 学校医と連携し、歯科検診後、歯磨き

不良であった児童生徒に対し、歯科衛生

士より歯みがき指導を実施し、その旨を

保護者に通知する。 

１ ２ ３ ４ 

 
児
童
生
徒 

学
級
担
任 

聞
き
取
り 

 

重点目標 
・発達段階に応じた健康教育を行うことに

より、自己の健康を管理する能力を育てる。 
・安全教育と安全管理に努めることにより、

安全についての意識の向上と危険を予測で

きる力を育てる。 



D)むし歯等の治療勧告書を検診後だけで

なく学期末にも発行し、事後措置の徹底

を図る。 
１ ２ ３ ４ 

 
保
護
者 

児
童
生
徒 

学
級
担
任 

聞
き
取
り 

 

E)歯みがきビデオを作成し、歯みがき指

導に役立てる。 １ ２ ３ ４ 
 児

童
生
徒 

学
級
担
任 

聞
き
取
り 

 

校
内
の
事
故
等
緊
急
時
の
救
急
体
制
や
連
絡
体
制
の
充
実
を
図
る 

A)保健室での処置内容について、学級担

任・教科担任・保護者等への連絡を徹底

する。 
１ ２ ３ ４ 

 
保
護
者 

学
級
担
任 

寄
宿
舎 

聞
き
取
り 

 

B)AED の使用方法を含めた応急手当に

関して、校内研修を実施する。 １ ２ ３ ４ 
 

教
職
員 

聞
き
取
り 

ア
ン
ケ
ー
ト 

 

C)救急用品の整備をする。 
１ ２ ３ ４ 

 
教
職
員 

聞
き
取
り 

 

D)事故発生時の対応マニュアルを作成

し、全職員に周知する。 １ ２ ３ ４ 
 

教
職
員 

聞
き
取
り 

 

E)主治医と連携して個別の対応マニュア

ルを作成し、関係職員に周知する。 １ ２ ３ ４ 
 学

級
担
任 

聞
き
取
り 

 

F)地域の医療機関の情報を収集し、連絡

先や診療時間の一覧を作成するととも

に、連携が図れるようにする。 
１ ２ ３ ４ 

 
教
職
員 

学
校
歯
科
医 

学
校
医 

聞
き
取
り 

 

け
が
の
防
止
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図

る A)災害（けが）の発生状況を集計・分析

し、その結果と傾向を全職員に報告する

とともに、けがの防止に向けた指導を依

頼する 

１ ２ ３ ４ 

 
教
職
員 

保
護
者 

学
校
医 

学
校
歯
科
医 

聞
き
取
り 

 

B)救急処置の機会に、けがをした原因を

振り返り、再発防止できるように個別指

導をする。 
１ ２ ３ ４ 

 児
童
生
徒 

教
職
員 

聞
き
取
り 

 

C）けがの防止や応急手当について、保健

だよりや掲示物等で特集する。 １ ２ ３ ４ 
 児

童
生
徒 

教
職
員 

聞
き
取
り 

 

 


